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研究成果の概要（和文）：選挙権年齢及び成年年齢の引き下げ並びに学習指導要領改訂の経緯及び効果に関する
検討を行うと共に、世論調査を実施して若年層の政治的態度の構造を明らかにした。巷間若年層の保守化と呼ば
れているものは相対得票率上の現象であり、実際に起きているのは若年層の政治的疎外又は野党離れであり、争
点態度においてもハイ・ポリティクスにおける現実主義化と経済政策における現状肯定、そして社会政策におけ
るリベラル傾向の混合であることが分かった。以上の知見を踏まえ、論文・学会発表など個別の研究成果に加え
て、研究組織全体の成果として川出良枝・谷口将紀編『政治学　第２版』を研究期間の最終年度に刊行した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the process and effects of lowering the voting age and 
the age of majority, and revising the government course guidlines. We also conducted a public 
opinion survey to shed light on the political attitudes of the younger generation. What is commonly 
referred to as the "conservatization" of the younger generation refers to the relative vote share of
 the LDP, while what is actually occurring is political alienation or a shift away from the 
opposition parties. The younger generation mixes realism in high politics, affirmation of the status
 quo in economic policy, and liberal tendencies in social policy. Based on the above findings, in 
addition to individual papers and conference presentations, "Political Science, Second Edition," 
edited by Yoshie Kawade and Masaki Taniguchi, was published in the last year of the research period 
as the result of the entire research organization.

研究分野：政治学

キーワード： 政治学　主権者教育　若年層

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、理論的および比較政治学的検討に基づき世論調査を設計し、若年層の保守化と巷間理解されてきたも
のとは異なる見方を実証的に提示した。これらの成果は専門書や学術誌にとどまらず、一般向けの逐次刊行物や
総合雑誌、新聞などでも発表され、より広い社会的還元が図られた。さらにこうした知見を参考にしながら、新
学習指導要領による社会科教育を受ける若年層を念頭に置き、より円滑な高大接続に配慮した政治学入門の教科
書を刊行することにより、一定の社会的貢献を果たすことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) ２０１５年に公職選挙法が改正され、選挙権年齢が２０歳以上から１８歳以上に、７０年
ぶりに引き下げられた。また、政府は成人年齢を１８歳に引き下げるための民法改正案を、次期
国会に提出する方針とされていた上、従来から法教育・主権者教育の推進が図られてきたところ、
小・中学校・高等学校の新学習指導要領においても、高校の「公共」科目の新設をはじめ一層強
化される見込みであった。 
(2) 以上の社会動向に対応して、若年層に焦点を当てた政治学（及び関連諸科学）研究が注目
されつつあった。しかし、当時見られた研究の多くは、一方では、政治思想史や規範理論研究に
おける「市民教育」という観点への理念的アプローチ、他方では、投票行動論・政治参加論など
の実証研究の延長線上にあって特定の世代をフィーチャーするアプローチがそれぞれ独立して
行われている感があり、思想や実証といった分野間の垣根を越えた政治学の総力を挙げてこの
課題にアプローチすることが求められていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、政治思想を対象とする質的アプローチを採る研究者と政治過程を中心として量的
研究に従事する研究者が密接に協働して、今日における若年層の政治意識及び政治参加の現在
位置及び向かうべき方向性を探求した。具体的な目的としては、以下の３点が挙げられる。  
(1) 従来から密接な協力関係にある思想史研究者と実証分析の研究者が合同でチームを結成す
ることにより、そもそも「成年」とは何か、という原理的問題の考察を含め、より深い思想的裏
付けを伴う調査分析などの形で若年層の政治態度を一体的に捉える。 
(2) 従来の若年層研究は所謂「大学の先生」による研究成果と「現場の先生」による教育実践
の対話として進められてきた。これに対して本研究は、両者の立場を知る中学・高校・大学教養
教科書の編集・執筆経験のある法学部教員を中心に実施することによって、各主体による考え方
の有機的な統合を図り、研究成果を社会的に実装する。 
 
３．研究の方法 
(1) 交付内定後ただちに研究代表者及び研究分担者全員による研究会を組織し、政治思想・実
証研究双方のアプローチにおける若年層の政治態度の研究動向を共有した。 
(2) 選挙権年齢引き下げの影響、学習指導要領改訂の背景及び法学部又は政治経済学部に限ら
ない大学における政治学教育の現状について、関係者から聞き取り調査を行った。 
(3) 実証分析研究として、研究機関内に実施された国政選挙を利用して世論調査を行い、若年
層の政治態度に関する最新の知見を得た。 
(4) 以上で得られた知見をそれぞれの分野における研究成果として学界に発信すると共に、政
治学に限らず、主権者教育も射程に含み、かつ、高等学校と大学を連続的に捉える視座のもと、
１８歳選挙権・１８歳成人時代にふさわしい若年層の政治態度形成の促進方策の在り方に関す
る具体的提案を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 数次にわたる世論調査の結果、１８～２９歳グループの自民党相対得票率の高さにみられ
る投票行動における若年層の「保守化」と言われる現象を争点態度のレベルで捉えた場合、①憲
法改正・防衛力強化・日米安保強化・治安維持と私権制約の関係に対する態度に見られる権力観
における保守性、②財政政策に対する態度の代表される経済政策における現状維持志向、③選択
的夫婦別姓や同性婚に対する相対的賛成度の高さに象徴される伝統的社会の価値観からの自由、
という必ずしも同じ方向ではない各要素を合成した結果であることが分かった。さらに、調査結
果を他のデータと突合することを通じて、２０１２年以降、若年層における他世代と比べて顕著
な自民党相対得票率の増加を指して「保守化」と呼ぶ場合には、それを裏付けるような認知面及
び感情面での態度変化は見られないことも判明した。 
(2) ２０２１年衆議院議員総選挙時に実施した有権者意識調査からは、小選挙区では立憲民主
党の候補が左寄りの有権者表を固めた上で中道寄りの有権者でも自民党候補に対してそれなり
に食い下がっていた、すなわち接戦区が増えた一方で、比例代表では中道付近の有権者層で日本
維新の会が得票率を伸ばしており、立憲民主党はボリュームゾーンの中道寄り有権者の相当部
分を維新や国民民主党に侵食されたことを明らかにした。 
(3) 研究期間の後半には、研究会のメンバーを研究代表者及び研究分担者に加え、政治理論・
思想、国際政治、日本政治・行政を専門とする研究者に拡大した上で、研究成果のとりまとめに
当たっては若年層を推進役とする情報環境の急速な変化を踏まえるべきこと、ブレグジットや
トランプ政権とグローバリゼーションの関係、世界各国におけるデモクラシーの後退とその理
論的解釈を掘り下げるべきこと、高等学校で新設される「公共」といわゆる大学教養レベルの政
治学教育との架橋を意識すべきこと等、最新の政治学教育上必要となる認識を共有した。 
(4) 個別に公表した研究成果とは別途、研究組織全体の成果として、以上の知見を踏まえて『政
治学 第２版』を研究期間最終年度に計画どおり刊行することができた。どのようにして政治原



理から個別争点に対する政治的立場・意見が導かれるのかを丁寧に説明することにより、高大接
続をより円滑にする政治学入門のテキストとして、今後広く社会に受け入れられることを期待
する次第である。 
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